
自治体法務研究 2022・夏◆ 120

長
が
当
該
表
現
活
動
に
係
る
表
現
の
内

容
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
等
を
取
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
て
表
現
活
動
が
上
記

定
義
に
該
当
す
る
か
否
か
等
に
つ
い
て

調
査
審
議
等
を
す
る
機
関
と
し
て
Ｙ
市

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
審
査
会
（
以
下
「
審

査
会
」
と
い
う
。）
を
置
く
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。

Ｙ
市
の
住
民
で
あ
る
Ｘ
ら
は
、
本
件

各
規
定
が
憲
法
第
21
条
第
１
項
等
に
違

反
し
て
無
効
で
あ
る
た
め
、
審
査
会
の

委
員
の
報
酬
等
に
係
る
支
出
命
令
は
法

令
上
の
根
拠
を
欠
き
違
法
で
あ
る
な
ど

と
し
て
、
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
の

２
第
１
項
第
４
号
に
基
づ
く
住
民
訴
訟

を
提
起
し
た
が
、
第
一
審
、
原
審
と
も

憲
法
第
21
条
第
１
項
等
に
違
反
し
な
い

と
し
て
Ｘ
ら
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

最
高
裁
は
、
Ｘ
ら
の
憲
法
第
21
条
第

１
項
違
反
の
主
張
に
対
し
、
本
件
各
規

定
の
目
的
は
、
本
件
条
例
で
定
義
さ
れ

た
表
現
活
動
（
以
下
「
条
例
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
」
と
い
う
。）
の
抑
止
を
図
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
該
当
す
る
表

現
行
為
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
個
人
を
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事
件

令
和
４
年
２
月
15
日
判
決

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
令
和
３
年

（
行
ツ
）
第
54
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ

Ｂ
２
５
５
７
１
９
４
８

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

令
和
２
年

11
月
26
日
判
決　

令
和
２
年
（
行
コ
）

第
18
号

一
審　

大
阪
地
方
裁
判
所　

令
和
２
年

１
月
17
日
判
決　

平
成
29
年
（
行
ウ
）

第
１
６
１
号

上
告
棄
却

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

Ｙ
市
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に

関
す
る
条
例
（
以
下
「
本
件
条
例
」
と

い
う
。）第
２
条
、第
５
条
～
第
10
条（
以

下
「
本
件
各
規
定
」
と
い
う
。）
は
、

一
定
の
表
現
活
動
を
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

と
し
て
定
義
し
た
上
で
、
こ
れ
に
該
当

す
る
表
現
活
動
の
う
ち
、
Ｙ
市
の
区
域

内
で
行
わ
れ
た
も
の
等
に
つ
い
て
、
市

対
象
と
す
る
表
現
活
動
の
よ
う
に
民
事

上
又
は
刑
事
上
の
責
任
が
発
生
し
得
る

も
の
は
も
と
よ
り
、
民
族
全
体
等
の
不

特
定
か
つ
多
数
の
人
々
を
対
象
と
す
る

表
現
活
動
の
よ
う
に
、
直
ち
に
そ
の
よ

う
な
責
任
が
発
生
す
る
と
は
い
え
な
い

も
の
に
つ
い
て
も
、
人
種
又
は
民
族
に

係
る
特
定
の
属
性
を
理
由
と
し
て
、
人

種
若
し
く
は
民
族
に
係
る
特
定
の
属
性

を
有
す
る
個
人
又
は
当
該
個
人
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
集
団
で
あ
る
特
定
人
等
を

社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
等
の
不
当
な

目
的
を
も
っ
て
公
然
と
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
又
は
態
様
に
お

い
て
、
殊
更
に
当
該
人
種
若
し
く
は
民

族
に
属
す
る
者
に
対
す
る
差
別
の
意

識
、
憎
悪
等
を
誘
発
し
若
し
く
は
助
長

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
そ

の
者
の
生
命
、
身
体
等
に
危
害
を
加
え

る
と
い
っ
た
犯
罪
行
為
を
扇
動
す
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
こ

れ
を
抑
止
す
る
必
要
性
が
高
い
な
ど
と

し
て
、
本
件
各
規
定
の
目
的
は
合
理
的

で
あ
り
正
当
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、

本
件
各
規
定
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
表
現

活
動
の
内
容
及
び
性
質
は
、
過
激
で
悪

質
性
の
高
い
差
別
的
言
動
を
伴
う
も
の
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動
に
係
る
表
現
の
内
容
の
拡
散
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
等
を
と
る
も

の
と
す
る
ほ
か
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
表
現
活
動
が
上
記
の
定
義
に
該
当
す

る
か
否
か
等
に
つ
い
て
調
査
審
議
等
を

す
る
機
関
と
し
て
大
阪
市
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と

い
う
。）
を
置
く
こ
と
等
を
規
定
し
て

い
る
。

本
件
は
、
市
の
住
民
で
あ
る
上
告
人

ら
が
、
本
件
各
規
定
が
憲
法
21
条
１
項

等
に
違
反
し
、
無
効
で
あ
る
た
め
、
審

査
会
の
委
員
の
報
酬
等
に
係
る
支
出
命

令
は
法
令
上
の
根
拠
を
欠
き
違
法
で
あ

る
な
ど
と
し
て
、
市
の
執
行
機
関
で
あ

る
被
上
告
人
を
相
手
に
、
地
方
自
治
法

２
４
２
条
の
２
第
１
項
４
号
に
基
づ

き
、
当
時
市
長
の
職
に
あ
っ
た
者
に
対

し
て
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
を
求

め
る
住
民
訴
訟
で
あ
る
。

２　

本
件
各
規
定
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
条
例
２
条
１
項
柱
書
き

は
、
本
件
条
例
に
お
い
て
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
と
は
、
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
表
現
活
動
を
い
う
旨
を

規
定
す
る
（
以
下
、
こ
の
表
現
活
動
を

「
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う
。）。

ア　

次
の
い
ず
れ
か
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（（
ウ
）

に
つ
い
て
は
、
当
該
目
的
が
明
ら
か
に

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
以
下

同
じ
。）（
同
項
１
号
柱
書
き
）

（
ア
）
人
種
若
し
く
は
民
族
に
係
る

特
定
の
属
性
を
有
す
る
個
人
又
は
当
該

個
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
集
団
（
以
下

「
特
定
人
等
」
と
い
う
。）
を
社
会
か
ら

排
除
す
る
こ
と
（
同
号
ア
）

（
イ
）
特
定
人
等
の
権
利
又
は
自
由

を
制
限
す
る
こ
と
（
同
号
イ
）

（
ウ
）
特
定
人
等
に
対
す
る
憎
悪
若

し
く
は
差
別
の
意
識
又
は
暴
力
を
あ
お

る
こ
と
（
同
号
ウ
）

イ　

表
現
の
内
容
又
は
表
現
活
動
の

態
様
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
（
同
項
２
号
柱
書
き
）

（
ア
）
特
定
人
等
を
相
当
程
度
侮
蔑

し
又
は
ひ
ぼ
う
中
傷
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
（
同
号
ア
）

（
イ
）
特
定
人
等
（
当
該
特
定
人
等

が
集
団
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
集
団
に

属
す
る
個
人
の
相
当
数
。
同
号
イ
に
つ

き
以
下
同
じ
。）
に
脅
威
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
同
号
イ
）

【
参
考
判
例
】	

最
高
裁
大
法
廷
昭
和
58

年
６
月
22
日
大
法
廷
判

決
（
民
集
37
巻
５
号

７
９
３
頁
）

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
ら
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
徳
永
信
一
、
同
岩
原
義

則
の
上
告
理
由
に
つ
い
て

第
１　

事
案
の
概
要

１　

大
阪
市
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の

対
処
に
関
す
る
条
例
（
平
成
28
年
大
阪

市
条
例
第
１
号
。
以
下
「
本
件
条
例
」

と
い
う
。）
２
条
、
５
条
～
10
条
（
以

下
「
本
件
各
規
定
」
と
い
う
。）
は
、

一
定
の
表
現
活
動
を
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

と
定
義
し
た
上
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る

表
現
活
動
の
う
ち
大
阪
市
（
以
下
「
市
」

と
い
う
。）
の
区
域
内
で
行
わ
れ
た
も

の
等
に
つ
い
て
、
市
長
が
当
該
表
現
活

に
限
ら
れ
る
上
、
そ
の
制
限
の
態
様
及

び
程
度
に
お
い
て
も
、
事
後
的
に
市
長

に
よ
る
拡
散
措
置
等
の
対
象
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
件
各
規
定
に
よ

る
表
現
の
自
由
の
制
限
は
、
合
理
的
で

必
要
や
む
を
得
な
い
限
度
に
と
ど
ま
る

と
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
各
規
定
の
う

ち
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
定
義
を
定

め
た
規
定
及
び
市
長
が
拡
散
防
止
措
置

を
取
る
た
め
の
要
件
を
定
め
た
規
定

は
、
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般

人
の
理
解
に
お
い
て
、
具
体
的
に
当
該

表
現
活
動
が
そ
の
適
用
を
受
け
る
も
の

か
ど
う
か
の
判
断
を
可
能
と
す
る
よ
う

な
基
準
が
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
不
明
確
な
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
過
度
に
広
汎
な
規
定
で
あ

る
と
も
い
え
な
い
と
し
て
、
本
件
各
規

定
は
憲
法
第
21
条
第
１
項
に
違
反
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

た
。

【
関
連
法
規
】	

憲
法
第
21
条
第
１
項
、

大
阪
市
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
へ
の
対
処
に
関
す
る

条
例
第
２
条
、
第
５
条

～
第
10
条
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ウ　

不
特
定
多
数
の
者
が
表
現
の
内

容
を
知
り
得
る
状
態
に
置
く
よ
う
な
場

所
又
は
方
法
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
（
同
項
３
号
）

（
２
）
本
件
条
例
５
条
１
項
柱
書
き

本
文
は
、
市
長
は
、
次
の
ア
又
は
イ
の

表
現
活
動
が
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
案
の

内
容
に
即
し
て
当
該
表
現
活
動
に
係
る

表
現
の
内
容
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
（
以
下
「
拡
散
防
止
措

置
」
と
い
う
。）
を
と
る
と
と
も
に
、

当
該
表
現
活
動
が
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
に
該
当
す
る
旨
、
表
現
の
内
容
の
概

要
及
び
そ
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
に

と
っ
た
措
置
並
び
に
当
該
表
現
活
動
を

行
っ
た
も
の
の
氏
名
又
は
名
称
を
公
表

す
る
（
以
下
、こ
れ
を
「
認
識
等
公
表
」

と
い
い
、拡
散
防
止
措
置
と
併
せ
て「
拡

散
防
止
措
置
等
」
と
い
う
。）
も
の
と

す
る
旨
を
規
定
す
る
。

ア　

市
の
区
域
内
で
行
わ
れ
た
表
現

活
動
（
同
項
１
号
）

イ　

市
の
区
域
外
で
行
わ
れ
た
表
現

活
動
等
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
（
同
項
２
号
柱
書
き
）

（
ア
）
表
現
の
内
容
が
市
民
等
に
関

学
識
経
験
者
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
者

の
う
ち
か
ら
市
議
会
（
以
下
「
市
会
」

と
い
う
。）
の
同
意
を
得
て
委
嘱
す
る

（
２
項
）
旨
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
本

件
条
例
９
条
は
、
審
査
会
の
調
査
審
議

の
手
続
に
つ
い
て
規
定
し
、
本
件
条
例

10
条
は
、
本
件
条
例
７
条
～
９
条
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
組
織
及

び
運
営
並
び
に
調
査
審
議
の
手
続
に
関

し
必
要
な
事
項
は
規
則
で
定
め
る
旨
を

規
定
す
る
。

３　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
平
成
28
年
３
月
に

公
表
し
た
「
平
成
27
年
度
法
務
省
委
託

調
査
研
究
事
業　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
」
は
、
い
わ

ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
伴
う
デ
モ
又

は
街
宣
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
報
道
等

で
指
摘
さ
れ
る
団
体
の
活
動
を
調
査
し

た
結
果
、
特
定
の
民
族
等
に
属
す
る
集

団
を
一
律
に
排
斥
す
る
内
容
や
、
同
集

団
に
属
す
る
者
の
生
命
、
身
体
等
に
危

害
を
加
え
る
旨
の
内
容
を
伴
う
デ
モ
又

は
街
宣
活
動
は
、
同
24
年
４
月
か
ら
同

す
る
も
の
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら

れ
る
表
現
活
動
（
同
号
ア
）

（
イ
）
上
記
（
ア
）
に
掲
げ
る
表
現

活
動
以
外
の
表
現
活
動
で
市
の
区
域
内

で
行
わ
れ
た
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

内
容
を
市
の
区
域
内
に
拡
散
す
る
も
の

（
同
号
イ
）

（
３
）
本
件
条
例
６
条
１
項
柱
書
き

本
文
は
、
市
長
は
、
上
記
（
２
）
ア
又

は
イ
の
表
現
活
動
が
条
例
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
等
は
、
当
該
表
現
活
動
が

上
記
（
２
）
ア
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該

表
現
活
動
が
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
審
査
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
す

る
。（

４
）
本
件
条
例
７
条
１
項
は
、
上

記
（
３
）
の
事
項
等
に
つ
い
て
、
諮
問

に
応
じ
て
調
査
審
議
を
し
、
又
は
報
告

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
た
め
、

市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
審
査
会
を
置

く
旨
を
規
定
し
、
本
件
条
例
８
条
は
、

審
査
会
は
、
委
員
５
人
以
内
で
組
織
し

（
１
項
）、
審
査
会
の
委
員
は
、
市
長
が
、

27
年
９
月
ま
で
の
３
年
６
か
月
間
に
、

全
国
に
お
い
て
１
１
５
２
件
が
行
わ
れ
、

そ
の
14
・
２
％
に
相
当
す
る
１
６
４
件

が
大
阪
府
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
上
記
の
報
告
書
は
、

市
内
で
は
、
平
成
24
年
６
月
、
同
26
年

５
月
、
同
年
９
月
、
同
27
年
３
月
及
び

同
年
４
月
に
行
わ
れ
た
デ
モ
又
は
街
宣

活
動
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
内
容

の
発
言
に
加
え
て
、
特
定
の
民
族
等
に

属
す
る
集
団
を
蔑
称
で
呼
ぶ
な
ど
し
て

殊
更
に
ひ
ぼ
う
中
傷
す
る
内
容
の
発
言

が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
同
25
年
４
月
に

大
阪
市
北
区
梅
田
で
行
わ
れ
た
街
宣
活

動
に
お
い
て
、
特
定
の
民
族
に
属
す
る

者
を
殺
害
す
る
こ
と
を
あ
お
る
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ

る
旨
の
発
言
や
当
該
民
族
が
同
じ
生
き

物
で
は
な
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

（
２
）
大
阪
市
人
権
尊
重
の
社
会
づ

く
り
条
例
（
平
成
12
年
大
阪
市
条
例
第

25
号
）
に
基
づ
き
置
か
れ
た
大
阪
市
人

権
施
策
推
進
審
議
会
は
、
市
長
か
ら
諮

問
を
受
け
、
平
成
27
年
２
月
、
市
内
に

お
い
て
現
実
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
市
は
、
市
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民
の
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
独
自
で
可
能
な

方
策
を
と
る
こ
と
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
は
許
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に

示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の

答
申
（
以
下
「
本
件
答
申
」
と
い
う
。）

を
し
た
。本
件
答
申
は
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
と
認
定
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
差
別

の
拡
散
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
十
分
に

留
意
し
な
が
ら
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で

あ
る
と
い
う
認
識
、
そ
の
事
案
の
概
要

及
び
講
じ
た
措
置
を
公
表
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
な
ど
と
す
る
一
方
で
、
憲

法
上
の
表
現
の
自
由
と
の
関
係
を
考
慮

し
、
単
な
る
批
判
や
非
難
を
上
記
措
置

等
の
対
象
外
と
し
、
社
会
か
ら
の
排
除

等
を
目
的
と
す
る
表
現
活
動
に
そ
の
対

象
を
限
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
な

ど
と
し
て
い
た
。

（
３
）
本
件
条
例
に
係
る
条
例
案
は
、

本
件
答
申
を
受
け
て
、平
成
27
年
５
月
、

市
会
に
提
出
さ
れ
、そ
の
審
議
を
経
て
、

同
28
年
１
月
15
日
、
可
決
成
立
し
た
。

（
４
）
市
会
は
、
平
成
27
年
６
月
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
法
務
大
臣
に

宛
て
て
、地
方
自
治
法
99
条
に
基
づ
き
、

措
置
を
公
表
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

な
ど
と
す
る
一
方
、
憲
法
上
の
表
現
の

自
由
と
の
関
係
を
考
慮
し
、
単
な
る
批

判
や
非
難
を
上
記
措
置
等
の
対
象
外
と

し
、
社
会
か
ら
の
排
除
等
を
目
的
と
す

る
表
現
活
動
に
そ
の
対
象
を
限
定
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
な
ど
と
し
て
お

り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
本
件
条
例
に
係

る
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
本
件

条
例
の
制
定
経
緯
に
加
え
、
本
件
条
例

が
、
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
差
別
の

意
識
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
等
に
鑑
み
、
市
民
等
の
人
権
を
擁
護

す
る
と
と
も
に
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
旨

を
規
定
し
た
（
１
条
）
上
で
、
そ
の
適

用
に
当
た
っ
て
は
、
表
現
の
自
由
そ
の

他
の
憲
法
の
保
障
す
る
国
民
の
自
由
と

権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し

て
い
る
（
11
条
）
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、

本
件
条
例
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
に

配
慮
し
つ
つ
、
上
記
の
よ
う
な
人
種
又

は
民
族
に
係
る
特
定
の
属
性
を
理
由
と

す
る
過
激
で
悪
質
性
の
高
い
差
別
的
言

動
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と

す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。（

２
）
本
件
条
例
２
条
１
項
柱
書
き

は
、
拡
散
防
止
措
置
等
の
対
象
と
な
る

条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
定
義
と
し

て
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
表
現
活
動
を
い
う
旨
を
規
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
そ
の
文
理
及
び
上
記
の
本

件
条
例
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
同
項
１

号
は
、
一
定
の
不
当
な
目
的
を
有
す
る

こ
と
を
要
件
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
当
該
表
現
活
動
が
、
人
種

又
は
民
族
に
係
る
特
定
の
属
性
を
理
由

と
し
、
同
号
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
要
す
る
旨
を
規
定
し
た
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
同
項
２

号
も
、
表
現
の
内
容
及
び
表
現
活
動
の

態
様
が
特
に
悪
質
性
の
高
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
要
件
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
当
該
表
現
活
動
が
、
特

定
人
等
を
そ
の
蔑
称
で
呼
ぶ
な
ど
、
特

定
人
等
を
相
当
程
度
侮
蔑
し
、
若
し
く

は
ひ
ぼ
う
中
傷
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
同
号
ア
）、
又
は
特
定
人
等
の
生
命
、

身
体
若
し
く
は
財
産
に
つ
い
て
危
害
を

加
え
る
旨
を
告
知
し
、
若
し
く
は
同
危

市
内
に
お
い
て
デ
モ
又
は
街
宣
活
動
の

際
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
頻
繁
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
の
根
絶
に
向
け
て
実
効
性
の
あ

る
法
律
の
整
備
を
視
野
に
入
れ
た
対
策

を
早
急
に
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

旨
の
意
見
書
を
提
出
す
る
旨
の
決
議
を

し
た
。

第
２　

上
告
理
由
の
う
ち
本
件
各
規

定
の
憲
法
21
条
１
項
違
反
を
い
う
部
分

に
つ
い
て

１
（
１
）
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ

ば
、
本
件
条
例
の
制
定
当
時
、
市
内
に

お
い
て
は
、
特
定
の
民
族
等
に
属
す
る

集
団
を
一
律
に
排
斥
す
る
内
容
、
同
集

団
に
属
す
る
者
の
生
命
、
身
体
等
に
危

害
を
加
え
る
旨
の
内
容
、
同
集
団
を
そ

の
蔑
称
で
呼
ぶ
な
ど
し
て
殊
更
に
ひ
ぼ

う
中
傷
す
る
内
容
等
の
差
別
的
言
動
を

伴
う
街
宣
活
動
等
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。そ
し
て
、

本
件
答
申
は
、
市
内
に
お
い
て
現
実
に

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
市
が
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
と
認
定
し
た
事
案
に
つ
い

て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
と
い
う

認
識
、
そ
の
事
案
の
概
要
及
び
講
じ
た
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害
を
加
え
か
ね
な
い
気
勢
を
示
す
な

ど
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
、
特
定
人

等
に
脅
威
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
（
同
号
イ
）
を
要
す
る
旨
を
規
定

し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
そ
し
て
、
同
項
３
号
も
、
上
記
の

本
件
条
例
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
て
、
当

該
表
現
活
動
が
、
仲
間
内
等
の
限
ら
れ

た
者
の
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
不
特
定
多
数
の
者
が
表
現
の
内
容

を
知
り
得
る
状
態
に
置
く
よ
う
な
場
所

又
は
方
法
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
要
す
る
旨
を
規
定
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

そ
こ
で
、
進
ん
で
本
件
各
規
定

が
憲
法
21
条
１
項
に
違
反
す
る
か
を
検

討
す
る
。

憲
法
21
条
１
項
に
よ
り
保
障
さ
れ
る

表
現
の
自
由
は
、
立
憲
民
主
政
の
政
治

過
程
に
と
っ
て
不
可
欠
の
基
本
的
人
権

で
あ
っ
て
、
民
主
主
義
社
会
を
基
礎
付

け
る
重
要
な
権
利
で
あ
る
も
の
の
、
無

制
限
に
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

公
共
の
福
祉
に
よ
る
合
理
的
で
必
要
や

む
を
得
な
い
限
度
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し

て
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
各
規
定
に

（
２
）
で
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
照
ら
せ

ば
、
人
種
又
は
民
族
に
係
る
特
定
の
属

性
を
理
由
と
し
て
特
定
人
等
を
社
会
か

ら
排
除
す
る
こ
と
等
の
不
当
な
目
的
を

も
っ
て
公
然
と
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
内
容
又
は
態
様
に
お
い
て
、

殊
更
に
当
該
人
種
若
し
く
は
民
族
に
属

す
る
者
に
対
す
る
差
別
の
意
識
、
憎
悪

等
を
誘
発
し
若
し
く
は
助
長
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
そ
の
者
の
生

命
、
身
体
等
に
危
害
を
加
え
る
と
い
っ

た
犯
罪
行
為
を
扇
動
す
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
こ
れ
を
抑
止

す
る
必
要
性
が
高
い
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、

市
内
に
お
い
て
は
、
実
際
に
上
記
の
よ

う
な
過
激
で
悪
質
性
の
高
い
差
別
的
言

動
を
伴
う
街
宣
活
動
等
が
頻
繁
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と

等
を
も
勘
案
す
る
と
、
本
件
各
規
定
の

目
的
は
合
理
的
で
あ
り
正
当
な
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
件
各
規
定
に
よ
り
制
限
さ

れ
る
表
現
活
動
の
内
容
及
び
性
質
は
、

上
記
の
よ
う
な
過
激
で
悪
質
性
の
高
い

差
別
的
言
動
を
伴
う
も
の
に
限
ら
れ
る

上
、
そ
の
制
限
の
態
様
及
び
程
度
に
お

よ
る
表
現
の
自
由
に
対
す
る
制
限
が
上

記
限
度
の
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
る
か

ど
う
か
は
、
本
件
各
規
定
の
目
的
の
た

め
に
制
限
が
必
要
と
さ
れ
る
程
度
と
、

制
限
さ
れ
る
自
由
の
内
容
及
び
性
質
、

こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
具
体
的
な
制
限
の

態
様
及
び
程
度
等
を
較
量
し
て
決
め
る

の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
52
年

（
オ
）
第
９
２
７
号
同
58
年
６
月
22
日

大
法
廷
判
決
・
民
集
37
巻
５
号
７
９
３

頁
等
参
照
）。

本
件
各
規
定
は
、
拡
散
防
止
措
置
等

を
通
じ
て
、
表
現
の
自
由
を
一
定
の
範

囲
で
制
約
す
る
も
の
と
い
え
る
と
こ

ろ
、
そ
の
目
的
は
、
そ
の
文
理
等
に
照

ら
し
、
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
該
当

す
る
表
現
活
動
の
う
ち
、
特
定
の
個
人

を
対
象
と
す
る
表
現
活
動
の
よ
う
に
民

事
上
又
は
刑
事
上
の
責
任
が
発
生
し
得

る
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
抑
止
す
る

必
要
性
が
高
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
民

族
全
体
等
の
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
々

を
対
象
と
す
る
表
現
活
動
の
よ
う
に
、

直
ち
に
上
記
責
任
が
発
生
す
る
と
は
い

え
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
前
記
１

い
て
も
、
事
後
的
に
市
長
に
よ
る
拡
散

防
止
措
置
等
の
対
象
と
な
る
に
と
ど
ま

る
。
そ
し
て
、
拡
散
防
止
措
置
に
つ
い

て
は
、
市
長
は
、
看
板
、
掲
示
物
等
の

撤
去
要
請
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

表
現
に
つ
い
て
の
削
除
要
請
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
も
の
の
、

当
該
要
請
等
に
応
じ
な
い
も
の
に
対
す

る
制
裁
は
な
く
、
認
識
等
公
表
に
つ
い

て
も
、
表
現
活
動
を
し
た
も
の
の
氏
名

又
は
名
称
を
特
定
す
る
た
め
の
法
的
強

制
力
を
伴
う
手
段
は
存
在
し
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
各
規
定
に
よ
る

表
現
の
自
由
の
制
限
は
、
合
理
的
で
必

要
や
む
を
得
な
い
限
度
に
と
ど
ま
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以

上
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件

各
規
定
の
う
ち
、
条
例
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
定
義
を
規
定
し
た
本
件
条
例
２
条

１
項
及
び
市
長
が
拡
散
防
止
措
置
等
を

と
る
た
め
の
要
件
を
規
定
し
た
本
件
条

例
５
条
１
項
は
、
通
常
の
判
断
能
力
を

有
す
る
一
般
人
の
理
解
に
お
い
て
、
具

体
的
場
合
に
当
該
表
現
活
動
が
そ
の
適

用
を
受
け
る
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
を

可
能
と
す
る
よ
う
な
基
準
が
読
み
取
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
不
明
確
な
も
の
と
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い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
過
度
に
広

汎
な
規
制
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き

な
い
。　

３　

し
た
が
っ
て
、
本
件
各
規
定
は

憲
法
21
条
１
項
に
違
反
す
る
も
の
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
は
、
当
裁

判
所
大
法
廷
判
決
（
前
掲
最
高
裁
昭
和

58
年
６
月
22
日
大
法
廷
判
決
、
最
高
裁

昭
和
57
年
（
行
ツ
）
第
１
５
６
号
同
59

年
12
月
12
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
38
巻

12
号
１
３
０
８
頁
、
最
高
裁
昭
和
61
年

（
行
ツ
）
第
11
号
平
成
４
年
７
月
１
日

大
法
廷
判
決
・
民
集
46
巻
５
号
４
３
７

頁
）
の
趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

第
３　

そ
の
余
の
上
告
理
由
に
つ
い

て
論
旨
は
、
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
実

質
は
単
な
る
法
令
違
反
を
い
う
も
の
又

は
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、

民
訴
法
３
１
２
条
１
項
及
び
２
項
に
規

定
す
る
事
由
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
。よ

っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

戸
倉
三
郎　

裁

判
官　

宇
賀
克
也　

裁
判
官　

林
道
晴

　

裁
判
官　

長
嶺
安
政　

裁
判
官　

渡

邉
惠
理
子
）
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